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火災統計の部 
 

 

１ 発生状況 

令和８年上半期の火災発生件数は、２７件で前年に比べ１０件増加しました。 

発生件数を市町別でみると、亀岡市が１５件、南丹市が７件、京丹波町が５件と 

なっています。 

 

２ 火災種別 

火災種別ごとの発生件数は、建物火災が１１件で全体の４１％を占めており、その

他火災が１０件、車両火災が５件、林野火災が１件となっています。 

 

３ 損害状況  

  建物火災の焼損床面積は、６７６㎡で前年に比べ１１㎡減少しました。 

火災による損害額は、６，２０３万２千円で前年に比べ２,５３９万８千円の増加

となりました。 

このうち、建物火災は６，１３８万２千円で全体の９９％を占め、建物火災１件あ

たりでみると、５５８万円の財産が失われたことになります。 

 

４ 死傷者の発生状況  

火災による死者は２人で、負傷者は５人でした。 

 

５ 出火原因   

出火原因については、「不明・調査中」の４件を除き、「たき火」が６件、「その他」

が４件、「配線器具」及び「放火」が各２件、「たばこ」、「こんろ」、「排気管」、「電気

機器」、「内燃機関」、「放火の疑い」、「マッチ・ライター」、「火入れ」及び「電気装置」

が各１件となっています。 
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表面積（㎡） 19 43 △ 24

6 60 △ 54
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18 13 5

20 22 △ 2
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5 2 3

5,580 2,047 3,533

41 2,413 △ 2,372

2.1 1.3 0.8

損害額（千円）

建 物 火 災

林 野 火 災

火災件数（件）

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災

計

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災

計

１．火災発生概要
令和８年
上半期

令和７年
上半期

増　　減

焼 損 面 積

建
 

物

林 野 （ ａ ）

そ の 他 （ ㎡ ）

焼損棟数（棟）

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

計

※△は、前年との比較において減を表す。

死 傷 者 （ 人 ）
死 者

負 傷 者

１件平均損害額(千円)
建 物 火 災

建 物 火 災 以 外

半 損

小 損

計

出火率(人口１万人あたりの出火件数)

り 災 人 員 （ 人 ）

り災世帯数（世帯）

全 損
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２.市町別発生状況

27

5

美山出張所 1

計 11 1 5 10

丹波出張所 2 3

1

日吉出張所 1 1
園　部
消防署

本 署 1 1 2

八木出張所 3 3

亀　岡
消防署

本 署 5 2 4

東 分 署 2

11

2 4

2 5 676 19 21 21,066 62,032

３.署所別発生状況

建物 林野 車両 その他 計

計 11 1 5 10 27 17 18 20

7 6 11 13 182 6 5,300

管 外

1 188 8,128

建
物
表
面
積

林

野

そ

の

他

(㎡) (㎡) （a） (㎡) (千円)

亀 岡 市 5 4 6 15 9 5 5 1 44,461

南 丹 市 4 1 1 1 13,226

京丹波町 2 3 4,3455 2 2 2

2

火 災 種 別
焼

損

棟

数

り

災

世

帯

数

り

災

人

員

死傷者 焼 損 面 積

損害額建

物

林

野

車

両

そ

の

他

計

死

者

負

傷

者

建
物
床
面
積

3 306 19 15 7,638
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建　物

林　野

車　両

その他

計

建　物

林　野

車　両

その他

計 7 4 4 6 1

2 10

3 272

4 1 2 1

1

1 1 1 1 1 5

1

計

2 2 1 4 1 1 11

金 土 不明

５．曜日別発生状況

日 月 火 水 木

10

6 2 4 4 6 5 27

3 2 1 1 3

1

1 2 2 5

1

6月 計

2 1 3 5 11

5月

４．月別発生状況

1月 2月 3月 4月
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建　物 林　野 車　両 その他 計

0時～2時 2 1 3

2時～4時 1 1

4時～6時

6時～8時 2 2

8時～10時

10時～12時 1 1 1 3

12時～14時 1 2 3

14時～16時 2 1 1 2 6

16時～18時 2 2 2 6

18時～20時 1 1

20時～22時

22時～24時

不明 2 2

計 11 1 5 10 27

建　物 林　野 車　両 その他 計

専用電話(NTTを除く) 1 1

専 用 電 話 （ NTT ） 2 2

専用電話 （ 携 帯 ） 5 1 4 6 16

加入電話 （ 固 定 ） 2 1 3

加入電話 （ 携 帯 ）

警 察 電 話

駆 け 付 け 通 報

事 後 聞 知 1 4 5

そ の 他

計 11 1 5 10 27

６．発生時間別発生状況

７．覚知別発生状況
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建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

たばこ 1 1 1

こんろ 1 1 1

排気管 1 1 1

電気機器 1 1 1

内燃機関 1 1 1

配線器具 2 2 2

たき火 3 1 2 6 6

放火 1 1 2 2

放火の疑い 1 1 1

マッチ・ライター 1 1 1

火入れ 1 1 1

電気装置 1 1 1

その他 1 1 2 3 1 4

不明・調査中 2 2 2 2 4

計 5 4 6 4 1 1 1 2 3 11 1 5 10 27

合

計

８．火災の主な原因

市 町 別 亀 岡 市 南 丹 市 京丹波町 計
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９．市町別出動状況

5 4 2 11

1 1

4 1 5

6 1 3 10

15 7 5 27

建 物 2 1 1 4

林 野 1 2 3

車 両

そ の 他 12 8 2 22

小 計 14 10 5 29

10 4 5 19

3 1 4

3 3

37 14 3 54

53 19 8 80

1 1

2 2 4

6 1 2 2 11

23 10 11 44

29 9 1 39

61 22 14 2 99

亀

岡

市

南

丹

市

京

丹

波

町

管

　
外

合

　
計

電 気 事 故

燃 焼 放 置 事 故

発 報 事 故

計

車 両

そ の 他

そ

の

他

出

動

風 水 害 等 の 災 害

捜 索

警 備

救 急 支 援

そ の 他 の 出 動

計

計

消

防

事

故

無
　
損
　
事
　
故

破 裂 事 故

漏 洩 流 出 事 故

火

災

事

件

建 物

林 野
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救急統計の部 
 

 

１ 出動件数及び搬送人員 

令和８年上半期の救急出動件数は、３，８２６件で前年に比べ２７８件減少し

ており、搬送人員は３，５８５人で前年に比べ２４６人減少しています。 

 

２ 事故種別 

事故種別ごとの出動件数は、急病が２，５１６件で全体の６５.８％を占め、次

いで、一般負傷が６５６件で１７.１％、交通事故が２１３件で５.６％と 

なっています。 

 

３ 年齢区分別 

年齢区分別の搬送人員は、高齢者〈６５歳以上〉が２，５１９人と最も多く、

全体の７０.３％を占め、次いで、成人〈１８歳以上６５歳未満〉が８１５人で 

２２.７％、少年・乳幼児・新生児〈１８歳未満〉が２５１人で７％となっていま

す。 

 

４ 傷病程度別 

傷病程度別の搬送人員では、搬送した３，５８５人のうち、軽症が１，７６７

人で全体の４９.３％を占めており、次いで、中等症が１，２５１人で３４.９％、

重症が４８８人で１３.６％、死亡が７９人で、２.２％となっています。 



3,826 4,104 △ 278

3,585 3,831 △ 246

266 293 △ 27

5 4 1

213 224 △ 11

43 34 9

28 41 △ 13

656 626 30

8 6 2

35 32 3

2,516 2,792 △ 276

転 院 搬 送 252 284 △ 32

医 師 搬 送

資 機 材 等 輸 送

そ の 他 70 61 9

21.1 22.5 △ 1.4

19.8 21.0 △ 1.2

運 動 競 技

一 般 負 傷

※△は、前年との比較において減を表す。

加 害

自 損 行 為

急 病

そ

の

他

１ 日 平 均 出 動 件 数 ( 件 )

１ 日 平 均 搬 送 人 員 （ 人 ）

出 動 件 数

１．救急出動概要
令和８年
上半期

令和７年
上半期

増　　減

搬 送 人 員

不 取 扱 い

事

故

種

別

出

動

件

数

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害
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138 426 1,592 271 2,427

51 161 598 133 943

22 65 310 37 434

2 4 16 22

213 656 2,516 441 3,826

急病 その他 計

南 丹 市

京 丹 波 町

管 外

計

２．市町別出動状況
交通 一般負傷

亀 岡 市

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

亀
岡
市

南
丹
市

京
丹
波
町

管

外

交通 一般負傷 急病 その他件数
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亀 岡 本 署 66 190 773 116 1,145

東 分 署 52 155 542 134 883

西 部 救 急
ステーション 2 12 34 7 55

小計 120 357 1,349 257 2,083

園 部 本 署 34 70 312 42 458

八木出張所 28 121 399 65 613

日吉出張所 14 29 106 39 188

美山出張所 5 16 62 7 90

丹波出張所 12 63 288 31 394

小計 93 299 1,167 184 1,743

213 656 2,516 441 3,826

５月

 ※　西部救急ステーションについては、令和８年４月１日から平日の日中のみ運用

計

亀岡消防署

園部消防署

合計

３．署所別出動状況

交通 一般負傷 急病 その他

0

100

200

300

400

500

600

700

800

亀
岡
本
署

東
分
署

西
部
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

園
部
本
署

八
木
出
張
所

日
吉
出
張
所

美
山
出
張
所

丹
波
出
張
所

件数
交通 一般負傷 急病 その他

 9



交通

一般負傷

急病

その他

計

日 計

交通 31 213

一般負傷 93 656

急病 342 2,516

その他 48 441

計 514 3,826

6月

48

110

416

82

656

5月

52

108

396

89

645

4月

34

108

410

80

632

3月

30

125

409

80

644

2月

25

96

389

51

561

603 545 536 580 526 522

80 65 59 76 69 44

392 355 351 379 357 340

97 100 91 102 71 102

土

34 25 35 23 29 36

月 火 水

24

109

木 金

496

59

688

５．曜日別出動状況

2,516

441

3,826

４．月別出動状況

計

213

656

1月
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0～ 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 計

交 通 2 2 5 17 29 27 27 29 31 23 13 8 213

一般負傷 14 10 22 42 77 101 82 88 83 65 38 34 656

急 病 111 89 97 207 340 306 247 252 253 265 199 150 2,516

そ の 他 11 4 7 9 32 75 109 63 55 36 22 18 441

計 138 105 131 275 478 509 465 432 422 389 272 210 3,826
.

６．覚知時間別出動状況

７．年齢別搬送人員状況
新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者

（28日以内）
交 通 6 23 122

489 633

（7歳未満） （18歳未満） （65歳未満） （65歳以上）
計

58

84 50 491 1,758

209

一 般 負 傷 34 21 89

2,387

そ の 他 5 24 113 214 356

急 病 4

計 4 129 118 815 2,519 3,585

0

100

200

300

400

500

600

0～ 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～

交通 一般負傷 急病 その他件数

覚知時間

高齢者

成人

少年

乳幼児

成 人
(22.7%)                                                                                                                      

乳 幼 児 (3.6%)

少 年 (3.3%)

高 齢 者
(70.3%)

新 生 児(0.1%)
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住 宅 公衆出入場所 道 路 仕事場 その他 計

交 通 4 12 190 3 209

一般負傷 381 166 63 2 21 633

急 病 1,759 532 51 34 11 2,387

そ の 他 26 292 4 30 4 356

計 2,170 1,002 308 66 39 3,585

死 亡 重 症 中等症 軽 症 その他 計

交 通 1 11 29 168 209

一般負傷 8 94 162 369 633

急 病 66 311 868 1,142 2,387

そ の 他 4 72 192 88 356

計 79 488 1,251 1,767 3,585

８．発生場所別搬送人員状況

９．傷病程度別搬送人員状況

住宅

公衆出入場所

道路

仕事場

その他

住 宅

(60.5.%)

その他 (1.2%)

道 路

(8.6%)

仕事場 (1.8%)

(27.9%)

公衆出入場所

搬送人員
軽症

中等症

重症

死亡軽 症

(49.3%)

重 症

(13.6%)

死 亡 (2.2%)

中等症

(34.9%)
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１０．ドクターヘリ要請状況

事
故
種
別
要
請
件
数

8  

一般負傷交通

1

8  交通

計

火災

急病

5  

1  

その他急病

1

4

自然災害

5

水難

22  

18  

計

亀 岡 市

南 丹 市

8

京 丹 波 町

2

6

※△は、前年との比較において減を表す。

加害

2  

労働災害

運動競技

その他

自損行為

一般負傷

9  △ 1

令和８年上半期 令和７年上半期 増減

2  3

13  

5

要請件数

活動件数 13  

9

1 3 6

1 8 5 22

7 2 112

１１．市町別ドクターヘリ要請状況

管 外
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救助統計の部 
 

 

１ 出動件数及び救助件数 

令和８年上半期の救助出動件数は、７３件で前年と比べ１件増加しており、救助 

人員は２９人で前年と比べ２人増加しています。 

 

２ 事故種別 

事故種別は、建物等による事故が３１件で全体の４２．５％を占め、その他の事故

が２１件、交通事故が１９件、ガス及び酸欠事故が２件となっています。 

 

 

 

 



出動件数 12 24 2 14 52

救助人員 7 3 3 7 20

出動件数 7 7 7 21

救助人員 6 1 2 9

出動件数

救助人員

出動件数 19 31 2 21 73

救助人員 13 4 3 9 29

署別

亀　岡
消防署

園　部
消防署

計

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

計

21 13 8

※△は、前年との比較において減を表す。

２．事故種別出動状況

事故種別

(件)
破 裂 事 故

そ の 他

建物等による事故 31 25 6

ガス及び酸欠事故 2 2

自 然 災 害 事 故

機械による事故

交 通 事 故 19 34 △ 15

水 難 事 故

1

救 助 人 員 ( 人 ) 29 27 2

事

故

種

別

出

動

件

数

火 災

管外

１．救助出動概要
年別 令和８年

上半期
令和７年
上半期

増減
区分

出 動 件 数 ( 件 ) 73 72
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12  14  52  

4  5  12  

3  2  9  

19  21  73  

73  

１
月

8  

3  

11  

２
月

7  

2  

9  

計

4  

14  

５
月

計

亀 岡 消 防 署

園 部 消 防 署

３
月

4  

3  

４．月別出動状況

管 外

12  7  

４
月

11  

5  

16  18  

8  

4  

52  

21  

６
月

南 丹 市

亀 岡 市

京 丹 波 町

24  2  

31  2  

管          外

4  

計

火

災

水

難

事

故

自

然

災

害

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

交

通

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

計

3  

３．市町別出動状況

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

件数
亀岡消防署 園部消防署 管外
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京 都 中 部 広 域 消 防 組 合  

消 防 本 部  0771-22-9580 

〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1丁目 9番 1号 

会 計 課   
〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1丁目 9番 1号 

総 務 課  0771-22-9580 

予 防 課  0771-22-9581 

警 防 課  0771-22-9582 

 

 

亀岡消防署 

 〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1丁目 9番 1号 

園部消防署 

〒 622-0011 

京都府南丹市園部町上木崎町大将軍19番地2 

予 防 課 庶 務 係 

予 防 課 予 防 係 

警   防   課 

東 分 署 

西部救急ステーション 

0771-22-0119 

0771-22-9583 

0771-22-9584 

0771-23-0119 

0771-20-9074 

予防課・警防課 

八 木 出 張 所 

日 吉 出 張 所 

美 山 出 張 所 

丹 波 出 張 所 

0771-62-0119 

0771-42-3119 

0771-74-0119 

0771-75-0119 

0771-82-0119 

【２０２６年度全国統一防火標語】 

 


